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研究成果の概要（和文）：グローバルエデュケーターとしての英語教員を育成するための教員養成課程に統合さ
れた長期留学プログラムの効果と課題を検証する本研究から明らかとなったことは大きく分けて２つある。1つ
目は、留学前に英語の多様性に対しどのような理解・態度を抱いているかにより、留学中の多様な英語話者との
接触の解釈が異なること、2つ目は「留学」という体験の捉え方により、同じ事象でもそれに対する意味付けが
異なることである。これらのことから、留学を留学前教育からの一つのパッケージとして捉え、留学前に英語の
多様性への理解の促進・教員というキャリア形成の中での留学の意義付けを十分に行っていくことの高い必要性
が窺える。

研究成果の概要（英文）：There are two main preliminary findings in the present research on effects 
and challenges of an integrated study abroad program for student English teachers aiming at global 
educators. First, student teachers’ attitudes towards and knowledge about the diversity of English 
can influence interpretations of their interactions with different speakers of English during their 
study abroad. Second, what implications they obtain from events during study abroad can be different
 depending on their perceptions of the experiences of “study abroad.” These two findings indicate 
two points. First,“study abroad” should be regarded as a one package including education of pre- 
and post-study abroad. Second, in the pre-study abroad education, student teachers need to be 
encouraged to foster good understanding and appreciation of the diversity of English and its 
speakers and to consider the significance of their study aboard experiences in their career 
formations as English teachers.

研究分野：社会言語学

キーワード： 国際共通語としての英語　英語教員養成　統合的留学プログラム　地球市民教育　留学前教育　投資と
しての留学　消費としての留学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

本研究はグローバルエデュケーターとして

の英語教員を育成するための教員養成課程に

統合された2学期間（約9か月）の留学プログ

ラムが、学生の英語教員というプロフェッシ

ョン（専門性）の理解にどのような変化をも

たらすのかを調査分析することを目的として

計画されたものである。研究計画の動機とし

てまず挙げられるものとして、国際語として

の英語、English as a Lingua Franca（ELF）、

の使用の拡大（Jenkins, Dewey & Baker 2018）

がある。日本の英語教育においても、英語は

その国際的役割から、「外国語」ではなく「国

際共通語」として概念化されるようになって

来た（例えば、文部科学省、2011「国際共通

語としての英語力向上のための5つの提言と

具体的施策」に顕著）。また、一般的に言語

教育は市民教育から切り離せないこと（Osler 

& Starky 2005）により、多様な話者と交流す

るための国際語を教授する英語教育は、ある

意味必然的に、地球市民教育の一端を担うよ

うになって来た（Gimenez & Sheehan 2008）。

平和で寛容な、インクルーシブで安全な社会

を実現することを目標とする地球市民教育

（UNESCO 

https://en.unesco.org/themes/gced/defini

tion）を担う、ということは、英語教育は学

習者の語学能力を伸ばすことを主体とする語

学教育から脱却しなくてはならないことを意

味する。そして、これは英語教員に「学習者

に他国・多文化や地球規模の心配事に対する

意識や共感を植え付けながら、国際的な経済

社会での競争力を備えさせる」グローバルエ

デュケーター（GE）(Schattle 2009:6、研究

代表者訳)としての役割が求められるように

なっていることも含意している。 

もう1つの重要な背景として、英語教員の質

向上の問題がある。2020年度からの小学校5・

6年生での英語の教科化などの様々な英語教

育改革に伴い、英語教員の英語力、とりわけ

国際的な場面での運用能力の向上は大きな課

題となっている。2013年には「教育振興基本

計画」により英語教員に最低限必要な能力と

して、英検準1級、TOEFL iBT80点以上、TOEIC 

730点以上という基準が示されたが、2014年度

の「英語教育実施状況調査」（文科省 2015

年）によれば、その目標に達しているのは高

等学校英語担当教員で55%、中学校で29%に留

まっていた。この問題を解決する一つの施策

として、例えば、東京都では2014年度より公

立中学・高校の英語教員から選抜し、毎年200

人程度を3カ月間短期留学させ、最新の英語教

授法の修得や異文化の直接体験を通して生徒

に「使える英語」を身に付けさせる試みを開

始している（東京都教育庁人事部選考課 

http://www.kyoinsenko-metro-tokyo.jp/ken

shuseido）。また、教員採用に関しては文科

省が既に2011年12月に専門性を考慮した採用

選考の実施に努めるよう通知（「教員採用等

の改善について」）を出しており、その中で

「留学などの海外経験を積み高度な英語力を

持つ日本人英語教員の採用の促進」が促され

た。しかしながら、2016年度の「英語教育実

施状況調査」によれば、長期（半年以上）の

留学経験を持つ英語教員は高等学校で約23%、

中学校で約20%と、まだ多数とは言えないため、

教員の「長期留学」という経験は、ある意味

で、「使える英語」力のある人材の一つのシ

グナルとなると考えられている。このような

文脈の中で、大学の英語教員養成課程でも長

期留学をカリキュラムの中に統合する動きが

2010年代半ばから出てきている。研究代表者

が所属する大学でも、英語教員養成課程に在

籍する学生全員（約50名）を2学期間（約9か

月）留学させる試みを2015年度（留学開始は

2016年夏）から始めており、本研究は主にこ

れら2つの英語教育を取り巻く変化から着想

を得て計画されたものである。 

 
２．研究の目的 



本研究は、大学の英語教員養成課程に統合

された海外留学プログラムが、学生の英語教

員という専門性についての理解にどのような

変化をもたらすのかを調査分析をすることを

目的として開始した。前述したように、英語

教員は語学教員として学習者の英語力を伸ば

す役割と、GEとして彼らの国際理解を促進す

る役割の2つを担っている。後者に着目しつつ、

本研究はこのような役割を将来担う英語教員

を目指す学生たちが、「国際語として使用さ

れる英語の多様性への深い理解を養い、それ

を異質な他者と共生する力につなげる」こと

を一つの目的として用意された留学とその前

後教育を通し、英語教員に必要な知識、態度、

スキルをどのように理解し発展させていくの

か、留学前、留学中、留学後の3段階に分けて

追跡し、変化の過程を明らかにする計画のも

と実施された。変化の過程を明らかにするこ

とにより、英語教員養成課程において、GEと

しての英語教員という意識を発展させるため

に有効な統合的留学プログラムの要素を洗い

出し、提示していくことを目指した。 

 
３．研究の方法 

上記の目標を達成するために用いた研究

手法は主に（1）文献研究による関連諸分野

（ELF、英語教員養成、地球市民育成、留学）

の現状掌握と既存の研究の到達点の確認、

（2）研究対象である研究代表者所属の大学

に用意された統合的留学プログラムの内容、

その前後教育の構成要素・内容の確認、（3）

プログラム参加学生に対する留学前・中・後

の量的・質的調査の実施による英語教員とい

う職の専門性に対する意識の経時変化の掌

握、の 3つである。本研究の中心的なデータ

は（3）であり、その具体的なデータ収集方

法は、アンケート、半構造化グループインタ

ビューだった。 

【アンケート】アンケートは 2016 年 8 月

から 2017 年 6 月にかけて留学する学生に対

し、留学前の 2016 年 8〜9 月、留学中の 2017

年 2〜3 月、留学後 2017 年 7 月と大学の

E-learning システムを通じて 3回実施し、全

て同じものを用いた。質問項目は「英語の学

習習慣」「英語力・指導力に関する自己評価」

「英語教員に必要な能力に対する意識」の 3

項 51 問（リッカート尺度を利用）で構成し

た。その中でも、「英語教員に必要な能力に

対する意識」の 14 問で国際語としての英語

とその指導についての内容を扱ったため、こ

の 14 問を中心に分析した。ただし、留学中

のアンケートは十分な有効回答数を得るこ

とが出来なかったため、この結果は参考とし、

留学前・後の両方のアンケートの全ての問に

回答した 42 人の学生を詳細な分析の対象と

した。 

【インタビュー】インタビューについては、

当初、留学先の大学別（イギリス 2校、アイ

ルランド 1 校）に教職受講者 3〜5 名を選定

し、半構造化の個人インタビューを断続的に

2016 年 9 月（留学 1 ヶ月後）、2017 年 2 月

（半年後）、2017 年 7月（留学終了帰国後）

に行う予定であった。しかし、様々な要因か

ら計画とは異なり、実行できたインタビュー

はアメリカを含む 3カ国 5大学に留学中の学

生への単回のグループインタビューとなっ

た（表 1）。 

グループインタビューは 25 グループ計 95

名（うち教職受講者 72 名）に実施し、各グ

ループ約 40 分から 1 時間を要した。インタ

ビューは、参加者の許可のもとボイスレコー

ダーにより録音し、後に研究代表者が書き起

こしを行った。ただし、データ量が膨大であ

るため、現時点（2018 年 6月）では本研究に

関連の高い部分のみを書き起こしている。残

りの部分は今後、書き起こし作業を行う予定

である。 

分析に関しては、当初予定していた特定の

学生の意識の経時的変化を追うことが難し

くなったため、上記のアンケート結果を参照



しながら、参加者イ、ロ、ハと二、ホの比較

による経時的変化の推察、ニとへ、ホとトの

比較による同一プログラムでの経験の解釈

の差異の検証を中心に分析を行った。分析方

法は主題分析（土屋、2016）を用いた。 

 

表１：インタビュー参加者 

インタ

ビュー

実施時

期 

留学

開始

から

の期

間 

留学先大学、 

参加者数 

（教職受講者の数＊） 

参加者

の留学

期間＊* 

2016年

9 月 

約 1

ヶ月 

イ．A大学（イギリス） 

3 グループ 13 名(13) 

2016 年

8 月−

2017 年

6 月 

ロ．B大学（アイルランド） 

2 グループ 11 名(6) 

ハ．C大学（イギリス） 

2 グループ 10 名(2) 

2017年

2 月 

約 6

ヶ月 

二．D大学（アメリカ） 

7 グループ 16 名(16) 

ホ．E大学（アメリカ） 

4 グループ 16 名(12) 

2018年

2 月 

へ．D大学（アメリカ） 

4 グループ 14 名(14) 

2017 年

8 月−

2018 年

6 月 

ト．E大学（アメリカ） 

3 グループ 15 名(7) 

*参加者には教職を受講していない学生も含まれ

ていたため、参加者のうちの教職受講者数をカッ

コ内に示した。 

＊＊留学開始日・終了日は各大学により若干異なる。 

 

４．研究成果 

【研究の主な成果】本研究の現在までの主

要な発見は以下の二点に集約できる。まずは、

英語の多様性に対する留学前の知識・態度に

より留学中の体験に対する理解が左右される、

という点である。留学前に多様な英語（Global 

Englishes）や英語を追加言語として使用する

人々に対し関心の薄かった学生層は、留学先

での多様な他者との交流を意義が低い、と捉

える傾向があった。彼らは、英語母語話者

（native English speakers、NESs）との交流

こそが自身の英語教員としての資質の1つと

しての「使える英語」力の向上に貢献するも

のである、と考えていた。このような考えか

ら、例えば、留学先での授業の講師がNESでな

かったことで「留学した意味がない」と捉え

たり、ホームステイ先の家族がNESsでなかっ

たことから「この家庭での生活から学べるこ

とは何もない」と判断したりする学生が存在

した。一方、多様な英語とその話者に関心の

高かった学生層は、多様な他者との交流を自

己の英語力向上や文化的知識拡大に資するも

のと捉え、NESs以外の他者との交流にも積極

的かつ肯定的な傾向にあった。 

 次に、留学という経験を「投資」と捉える

か「消費」と捉えるか（Kubota, 2011）によ

り、体験の解釈が大きく異なること、また、

その体験にどのような見返りを求めるかが異

なる、という点である。留学を「投資」と捉

える学生は、滞在先での時間を積極的に英語

教員という将来の専門性を高めるための活動

に費やす傾向にあった。例えば、学修に長時

間を費やすことを当然とし、余暇活動に時間

を使うことをためらう傾向があった一方で、

留学を「消費」と捉える学生は、海外生活を

楽しむことに主眼があり、学修よりも観光や

旅行などの余暇活動に時間を費やすことに重

きを置いていた。この差異は、同じ事象の体

験でも見出す価値に大きな差異を生み出すよ

うである。例えば「投資」と捉える学生は留

学プログラムに組み込まれていた地域ボラン

ティア活動―service learning（Wurr & 

Hellebrandt, 2007）―を、多文化理解の機会

とし活動の意義を熟考しようとする姿勢を見

せたが、「消費」と捉える学生は不必要で価

値がない活動とし、意義を考えることは殆ど

なかった。 

 これら二つの発見が示唆することは、留学

前教育の重要性である。GEとしての英語教員

を養成する課程の一部として留学が位置づけ



られるのであれば、留学前に英語の社会言語

学的現実の教授と留学に対する意識づけを行

うキャリア教育が必要となろう。具体的には、

英語の国際的広がりとその社会的影響を批判

的に考察し、さらにそれが英語教育にもたら

す変化とは何かを熟考させること、留学とい

う経験が英語教員というキャリアにとってど

のような意味を持つのかを理解させ、その機

会をどのように活用するかのビジョンを明確

に持たせることであり、これら二点は留学前

教育で十分に扱う必要があろう。これらは、

研究対象である統合的留学プログラムの留学

前教育でも多少扱われていたが、十分でなか

った。留学を教員養成により効果的な経験に

転換させるためには、この点の強化が必要と

なろう。 

 【研究成果の国内外における位置づけ及び

インパクト】本研究により明らかとなった留

学前教育の重要性は、留学研究においては有

意義な発見である。留学前教育については、

語学力アップのためのコースや、渡航先の安

全情報や適応のための文化・習慣などを扱う

コースを提供している場合が、国内外を含め

て中心的であり（日本については足立、2009、

海外はBrewer & Cunningham, 2009）、多様な

言語文化をもつ他者と共に同じ言語（この場

合は英語）を介して生活・勉強するための準

備、いわゆる異文化間トレーニング、を長期

にわたり十分に提供するところは国内で殆ど

報告されていない（例外は、Yashiro, 1994）。

研究においても、留学前後の語学力や意識の

変化や留学のインパクトを調査するものはあ

れど（横田他、2018）、カリキュラムへの統合

という視点から留学前教育の重要性を検証し

ているものは非常に少ない（例外は、Brewer & 

Cunningham, 2009）。当然ながら、社会言語

学的内容やキャリア意識を扱う留学前教育に

ついて調査しているものは殆どない。このよ

うな事実と本研究の発見から主張できること

は、留学を留学前教育から（留学後教育をも）

含めた一つのパッケージとして扱い、留学前

教育が留学そのもの（主に留学先での経験の

解釈）にもたらす効果を検証していくことの

必要性であり、この点を追求していくことは、

留学プログラムをカリキュラムに統合するこ

とを検討している教育機関には大いに参考に

なろう。 

【今後の展望】今後は（1）留学プログラム

修了者に対する量的・質的調査（アンケート・

インタビューを予定）の実施による英語教員

という職の専門性に対する意識の掌握、（2）

既得インタビューデータの整理と分析、（3）

全データの整理と分析、の3項を中心に研究を

継続していく予定である。（1）に関しては、

留学修了直後（2018年6月修了）の学生と、終

了後1年（2017年6月修了）の学生の両方にイ

ンタビューを行う計画をしている。（2）につ

いては、完了していない既得インタビューデ

ータの書き起こしをまずは行い、次に、参加

者イ〜ト（表1）の分析、更に教職受講をして

いない学生との比較分析を実施したい。（3）

では、学生の意識の経時的変化の予測分析だ

けでなく、留学先大学ごとの分析を行い、英

語教員という職の専門性に対する意識に対す

る留学のインパクトを大学別に検証していく。

最終的には、本研究の当初の目的であったGE

としての英語教員という意識を発展させるた

めに有効な統合的留学プログラムの要素を洗

い出し、提示していくことを予定している。 
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